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＜連絡事項＞
・各自協会けんぽからの封筒を持ち帰ってください。
＜患者様連絡事項＞
・畑中　成夫様～便秘時シンラック液の残無い為、窪田Drへ報告し1本処方となる。
・織笠　キヌエ様～便秘時シンラック液の残無い為、窪田Drへ報告し1本処方となる。
・川村　耕八様～便秘時シンラック液の残無い為、窪田Drへ報告し1本処方となる。
・澤口　利香様～疼痛時ロキソプロフェンNa（60）の残薬無い為、窪田Drへ報告し5回分処方となる。
＜要注目患者様＞
・西村　キン子様～バイタルサイン異常無し。排便確認し黒色～茶色の便を確認。発語しようとする姿勢は見られるが、発声はない。
・木村　格治様～朝食後のタバコが遅れた事から易怒的となり、他者干渉や他者への攻撃性あり。命令口調や大声での話し掛け目立ち、常に見守りを要している。周囲が距離を置くことで他者トラブルはなく経過。午後からはトーンダウンし、落ち着き見られているが気分の斑あり。
・服部　英喜様～飲水要求あり対応するが、そのままコップを返そうとしない事あり介入。コップを所持している間、飲水しようとする様子が頻回にみられるが、介入にて止めることは出来ており、多飲水は見られない。対応は穏やかで、日常生活動作は自力可能。

・木田　博暢様～昨日体温38.6℃　酸素飽和濃度85％まで低下あり、食止め・点滴キープ、酸素5L開始。徐々に酸素飽和濃度改善見られ酸素減量。今朝5：00には酸素止め、ルームエアにて96％維持している。本日バイタルサイン異常無く、午前中は臥床しているが午後より体動あり。ベッドから降りようとすることやライン弄りは見られない。
・吉田　レイ子様～昨日の午後より疎通が図れるようになり、体動見られている。夕食も促しにて2/3摂取し服薬出来ていたが、今日は朝・昼共に食事・服薬の拒否あり不食。指示の点滴を実施するが、拒否し自己抜去あり、スタッフ見守りの下実施している。話し掛けには小声で返答あり、疎通は可能。
・松本　好子様～準夜帯にてカーディガンをベッド柵に結び自殺企図あり介入。私物を預かる事で行動化はないが、何度も「カーディガンを返してください」と訴え聞かれている。都度説明には不満を訴えるが、聞き入れることは出来ている。
・澤田　キエ様～バイタルサイン異常は無いが、血性尿は続いている。食事は自ら開口するが、途中から嘔気の訴えあり1/2程で摂取終了している。
